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バ ウハ ウス にお け る
モ ホ リ=ナ ギ の基 礎 課程
宮 島 久 雄
i
バ ウハ ウスの新 しい 目標 く芸術 と技術 の新 しい統一 〉を支持 す るもの と して
の アルベ ルスの基礎 課程 がバ ウハ ウ スの内部 か ら生 れた とす れば,外 部 か ら新
た に招聘 されて同様 に この新 しい 目標 を支持 したのは,モ ホ リー ナギ の基礎 課
程 であった。バ ウハ ウスにはすで に1922年に,当 時 ロシアか ら再 び ドイッへ来
ていた カンデ ィンスキ ーが招聘 され,新 目標 を推 進す るもの と思 われて いた。
モ ホ リーナ ギは,わ ず か28歳で翌年 に招聘 されたの であ るが,当 時,彼 は1922
年 に ドイツにおい て大同 団結 しよ うと した く構 成主義 者〉 に属 してい たので,
その招聘 に よって新 目標 の実現 は決 定的 に なった と考 え られた。事実,モ ホ リ
ー ナギは1928年まで,グ ロ ピウス をよ く助 けて,新 しいバ ウハ ウスの中心的存
在 になったの であ る。後年 グロ ピウス も 「モホ リはバ ウハウ スを築 きあげた,
私 の もっ とも活動 的 な同僚 の一人 であ った」(《新 しい視 覚》第三版序 文,1945年)
と書 いて いる。
ラース ロー ・モホ リー ナギ は1895年,ハンガ リアのバ ーチ ュボル シ ョー ド,
(ボルシ ョ ド)の 農夫 の二男 として生 れた。1913年ブダペス ト大学の法 学部 に
入学 したが,翌 年 召集 され,前 線 に出 る。 あ くる年 弾丸衝撃 を うけ,そ の治療
中 に鉛筆 や ク レヨン画 を画 き始め た。翌1917年には,手 に再 び傷 を負 った。 ま
もな く恢復 し,4人 の友人 とともに 〈マ(慾 齶 蘇)〉 とい うグルー プ をつ く
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った。1918年終 戦 とともに除隊 し,ブ ダペ ス ト大学 に戻 ったが,専 ら力 を制作
そそ ぎ,ル ネサ ンスの画家 か ら立体派 まで遍 歴 した。1919年3月ブダペ ス トに
革命 が起 った。彼 も,指 導者 べ一 ラ ・クー ンに 〈新 しい世界〉 への救世 主 を見,
芸術 や教 育面 か ら革 命政治 に協 力 しよ うとした が,地 主階級 の出身 で,士 官 で
あった こと,鹽あ るいは非具象 的な芸術 観 によって受 け入 れ られ なかった。 しか
し,革 命 は わずか四ケ 月で瓦解 し,彼 も亡命 しなければ な らな かった。彼 はウ
ィー ンに数 ケ月滞 在 しGたの ち,1920年は じめにベル リ ンに移 っ た。
前述 したよ うに,1922年はベル リンにお いて 〈構 成主義者〉 が大 同団結 した
年 で ある。す で に前衛 を志 向 して いたモホ リー ナギ もこの渦 の中 に身 を投 じた。
ロ シア,オ ラ ンダか らやって来た作家 た ちと も交 わ り,デ ュッセ ル ドル フや ヴ
ァイマ ルの作家会 議 に出席 した。 これ らを通 じて 「われわれの仕 事 と未 来 の芸
術 的 な見通 しについ て,よ りゆた かな確信 」 を得 るに至 った。 それは,光 の絵
画,運 動へ の関心,そ して視 覚の社会 主義へ の志 向で あった。
この年,彼 は シュ トゥルム画廊 で個展 を開 いた。展 覧 されたの は,電 話 によ
る指 示だ けで看板 屋 に画 かせ た絵 で あった。(こ れ を 〈電 話絵 画〉 とよんだ)。
これ を見 た グロ ピウスは,「特徴 あ る彼 の仕 事 とその方向 に感銘 を うけて」 彼 を
バ ウハ ウスへ 招聘す ることになったので ある。(前掲 書,序 文)
バ ウハ ウス においてモホ リーナ ギは,ア ルベ ルス とともに基礎 課程 を担当 し
たほ か,金 工 の工房 の形 態マ イス ター もひ きうけた。 これ によってバ ウハ ウス
の基礎 課程 は二学期制 とな り,ア ルベ ルス が第一学期 を,モ ホ リー ナギ が第二
学期 を担 当 した。
モホ リー ナギ は,の ちにこの基礎 課程 の理論 をまとめ,《材料 か ら建 築へ》 と
題 して,1929年に出版 した。 この本 は,バ ウハ ウス叢書 の一冊 であ るが,そ の
題 は《造形 の製作作 業》《造形 の製造》《芸術 か ら生活へ》などが考 え られ ていた
ら しいが,最 終 的 には 《材料 か ら建 築 へ》 になった。1930年には改 訂英訳版 が
《新 しい視覚 》 とい う題 で アメ リカで出版 され,こ れの 日本語訳 が入手 で きる
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(《ザ ・ニュー ・ヴ ィジ ョン》 大森忠行 訳,ダ ヴ ィッ ド社)。原 本 か らの 日本 語版
も戦前 には あった が,も ちろん現在 は入手 で きない(《材料 か ら建築へ》と して
《建築新潮》 に連載 され た とい う。)
彼 は グロ ピウスた ちとと もに,1928年にバ ウハ ウス を辞 職 し,そ の後渡 米 し,
シカゴ にバ ウハ ウスの アメ リカ版 をつ くった。 そ こでの経験 をもとに して ま と
め られたの が 《動 きの視覚》 で ある。 この本 が出版 された とき,す で に彼 はこ
の世 に居 なかった。 いず れ にせ よ,こ の二冊 の本 によってバ ウハ ウスの基 礎課
程 が広 く世 に知 られ るこ とになった といっ てよい。
この よ うに,モ ホ リー ナギの課程 は,ア ルベルスの課程 に くらべ る と,は る
か に知 られてい るよ うで あるが,バ ウハ ウスにお いて彼 が実際 に どうい う授 業
をや ったカ・とい うことにな ると,ほ とんど記録 されてい ない。 わずか に前 記の
著 書 《材料 か ら建 築へ》 にのせ られ ている学 生の作 品が ある ぐらいで,こ の点
で はむ しろイ ッテ ンや アルベ ルスの課程 のほ うが明 らかなので ある。
シ ビル ・モホ リー ナ ギに よると,モ ホ リーナ ギの基礎 課程第 二学期 は,第 一
学期 で得 られ た材料 と方法 につ いての基 本的 な知識 を応 用 して,新 しい形 態 の
創 造 を目的 と した。結果 よ りも,直 観 と材料知識 の実験,自 由 な発動 を重 視 し,
〈プ ロセ スを通 しての教育 〉 をモ ッ トー に した とい う。 しか し,こ れ を裏 づけ
る当時の記録 は,今 の ところ前述 の著書 しか ない。 同 じくシビル ・モホ リー ナ
ギは,モ ホ リのバ ウハ ウスへ の影響 は,授 業の技術 よ りもその人格 によって な
され た と書 いて い るが,彼 の教授 法 には,イ ッテ ンや アルベ ルスの それの よ う
な特色 は なかった と一応 推定 して よい と思 う。 いず れにせよ,前 述の学生 の作
品写真 をのせ てい るモ ホ リー ナギ の著 書 に基づ いて,以 下モホ リー ナギの基礎
課程 を再現 す るこ とが小論 の 目的で あ る。
2
モ ホ リー ナギ の基礎 課程 は,材 料研究 と形態研究 の二つ にわかれ,材 料 研究
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は さ らに,触 覚訓練 と用語 の二 つ にわ かれ る。 学生 は まず,専 ら触 覚 を通 して
材 料 と関 わ る。 さま ざまな材料 を集 め るこ とによって,多 くの相 異 な る感 覚 を
記録 す る。触 覚的 に似 た もの,あ るい は反対 の もの とい うふ うに並べ て触 覚板
をつ くる。 これを繰 りかえすこ とによって,あ らか じめ表現 したい と思 ってい
た よ うに,材 料 を構成 す るこ とがで きるよ うにな る。 その際,科 学的 で ある こ
ととか,実 際 に建造 で き るこ とな どは関係 ない。 しか し,経 験 によ ると,こ の
よ うな体験 的 訓練 は実践 活動 にも広 い応 用 力を もつ ことが明 らかにな ってい る。
それは,技 術 と芸術 の分野 におい て,材 料 の側 での完全 な徹 底 さを習 得す るた
めの よい基礎 となる。触覚 訓練 につ いてのモ ホ リー ナギの説明の要 旨は以上 の
とお りで あ る。
モホ リー ナギは,ま ず学 生 にこのテーマ につ いて話 をす る。 その間,学 生 は
眼 をつぶ って,布,金 属,パ ン屑,皮,紙,陶 片,海 綿 な ど手 わた された材 料
を手 で なで て,ど れか一 つ を選ぶ。 その材 料 につい てで きるだ1すい ろいろな感
覚 の もの を並 べて,触 覚板 をつ くる。例 えば,硬 い ものか ら軟 い ものへ,な め
らかなもの か らざ らざら した ものへ,乾 いた もの か らぬれ たものへ,と い う具
合 で ある。並 べ方 や板 の形 につ いての限定 は ない。二列 や四列,あ るいは 自由
配列,帯 状,円 環 状,円 筒 状 な ど,さ まざ まな形 が表 われ る。条件 は ただ,は
っ きりと,で きるだけ簡潔 に表現 す ることだけで ある。
バ ウハ ウス の基礎課程 に,こ の ような触 覚 訓練 を導 入 したのは,イ ッテ ンで
あった。 さまざまな材 料 につ いての触 覚感情 が,芸 術 表現 に とって重要 なこと
を認 め,コ ラージュ による触覚訓練 を課 したの であ る。 しか し,イ ッテ ンの場
合,一 つの材料 につ いて感覚的 に系統 だてて並 べ るよ うな ことはや らせ ない。
材料 について の主観 的 な感情 を体 得す るた めで あ るか ら,そ の よ うな系統 だ っ
た体験 の しかたは必要 ない,と い うよ うで あ る。 それ に対 して,モ ホ リー ナギ
は違 う。触 覚感覚 は主観 的 なもので あ ること を認 めた上 で,そ れを図表 に して
コ ン トロー ル しよ うとす る。表現 のため とはい え,そ の方 法は きわめて客観 的
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で ある。 この よ うに して材料 と密接 に接触 す ることによって,感 情へ の確 信 は
ます ます強 くなる と,彼 は い う。感情 への確信 は,客 観的 な方法 に支 え られて
は じめて,強 くな ると考 えるの であ る。主観 と客 観,こ こで は情 と知 の均衡,
これ は,彼 のい う有機的 な人間,全 体 的 な人間の必要条件 なの であ る。
モ ホ リー ナギ は,イ ッテ ンの去 った あと,そ の予備課程 を発展 させ るこ とが
自分 の役 目で あった と書い ているが,触 覚 訓練 につ いて彼 か ら受 けつい だ とは
書 いていない0こ れ につ いては,イ タ リア未 来派 のマ リネ ッテ ィの 〈触 覚主 義
宣言〉(1921年)から影響 を うけた とも読 め るよ うな書 き方 を してい る。 さらに,
バ ウハウ スにおけ る触 覚訓練 は,感 覚欲,表 現欲 を目ざめ させ,豊 かにす るこ
とが 目的で あって,新 しい芸術 ジャ ンル を教 え るためで はない と書 いてい る。
従 って,こ の限 りでは,イ ッテ ンの 目標 とあま り違 ってお らず,彼 の遺産 を受
けついでい る と考 えるこ ともで きる。
これがもっ とは っ きりして いるのは,自 主的発 見法 の点で ある。前述 の とお
り,モ ホ リー ナギの授 業法 は,課 題 につい て説 明 し,つ いで実習 に入 らせ る方
法 で,イ ッテ ンや アルベルスのや り方 とは違 うよ うに思 われ るかも知 れ ない。
だが,彼 の方法 もまた,課 題 の結果 につい て学 生 に一定 の答 を押 しつけ るもの
では なかった よ うだ。彼 はい う。「この課題 に対 す る作品 の成 果 は,こ ろ いう な
触覚 値 に対す る喜 び を感 ず ることだけで はな く,わ れ知 らず技術的熟練 を心 が
け,念 入 りな仕 上 げ をや るこ とであっ た。 この傾 向 は,の ちの,技 術 的 に もっ
とむずか しい課題 に対 しては っ きりと強 まった。 それは,強 い られた鍛 練 の結
果で はな く,自 分 で発 見 した訓育 の結 果 であ った。」この発見法 は,も ちろん イ
ッテ ンやア ルベ ルスの それと まった く同 じでは ないが,本 質的 には変 わ らなか
ったよ うで,こ の点で,イ ッテ ン以来 の基礎 課程 の伝統 は正確 に守 られた と考
え られ る。
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3材料研 究 の第二 は 用語 で ある。彼 は材料 の構造 につ いて,構 造,テ クスチ ャ
ー,フ ァクチ ャー,堆 積 の四概 念 を区分 す る。 まず構 造 とは,材 料組 織 の不変
な組 み立て で,例 えば,金 属 の結晶構造,紙 の繊 維 質構 造の よ うに,す べ ての
材料 が もってお り,金 属 の表面の顕微鏡 写真,地 層 の写真,地 表 の皺 であ る山
脈 の航空写 真,木 の年輪 の写 真 な どで,こ れ を説 明す る。 テ クスチ ャーは,こ
の構造 が 自然 の まま,モ ホ リーナギ の言葉 によ ると有機 的 に外 に表 われた もの
で,生 地 布,柔 かな毛 で覆 われ た猫 の毛皮,老 人 の顔 の皺,腐 って菌 で覆 われ
た リンゴの表面 が例 として あげ られてい る。簡一単 にい えば,有 機的 表皮 で ある。
フ ァクチ ャーは,材 料 を加工す る とき,作 業工程 が知覚 で きるよ うな形 で表 わ
れた もので,外 か ら変化 を加 え られた材料 の表 面,人 工 的表皮 で ある。 それは,
自然 の影響 によ って も,機 械 によって も作 りだ され ることがで きる。例 えば金
属 の場 合,槌 のた た きあ と,研 磨 によ るなめ らか な表 面,光 や色 の分散反射 に
よ る輝 く表面 な どさま ざまで ある。虫 に穴 をあけ られた樹 皮,刈 り取 りの終 っ
た麦畑 の航 空写真,レ コー ド盤 の拡大写真,波 の航空写真 などの例 もあげ られ
て いる。最 後 は堆積,こ れは規則 的 な,リ ズ ミカ ルに分散 され る ときと,不 規
則 な ときとがあ る。 多 くの場合,容 易 に変 更で きる。堆積 された もの相 互 の有
機的連関 は まず ない。 それは綜合 で はな く,合 計 にす ぎない。 フ ァクチ ャー に
似 てい ることが よくあ るが,そ れは洗 練 された堆積 の ことであ る。 自転 車の タ
イヤの 山,紡 糸工場 に並 ぶ糸巻,運 河 か らあふれ た泥 水,集 落航空 写真,記 章
を表 わす人 間の群,泥 火 山,水 面 にで きた石油 の玉模 様 な どが,例 と して あげ
られてい る。
いままで確 定 して いなかったこれ らの概 念 につ いて まず 明 らか に した あと,
ファクチャーの創作,描 写,応 用 といっ た課題 をだ した。例 えば,針,ピ ンセ
ッ ト,ふ るい な どの道 具 で,刺 した り,押 した り,こ す った り,さ ま ざまな仕
方で,紙 の ファ クチ ャー をつ くるこ と,鋸 くず,鉋 くずな どをにか わの上 にま
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いて,自 由な フ ァクチ ャーをつ くるこ と,ウ ー ル,金 属,木 材 な どい ろいろ な
材料 によ るコ ラー ジュ(構 造,テ クス チャー,フ ァクチャー がみ られ る),それ
の精 密描写,そ して これ らの応 用 と して,例 えば玩具 などをつ くる ことな どが
課せ られた。 この うち,コ ラージ ュとその精密 描写 については,イ ッテ ンの 自
然研 究 を参照 せ よ と彼 自身書 いてい る とお り,イ ッテ ンの課題 とまった く同 じ
で ある。 しか し,こ の課題の 目的 は材料 を精確 に観察 す ることであ り,従 って
見間違 え るほ どの迫真性 が求 め られ るが,こ れは芸術 をめ ざす ためでは な く,
ただ観察 力 と描 写 力 をっ けるためだけで あ ると断 ってい る。 これは もちろん,
方法 は同 じで も意 図は違 うの だ といって い るのだ。 また,こ れ ら一連 の材料 訓
練 につ いては,や は り前述 の発見法 的 な傾 向 がみ られたよ うで,次 の よ うに書
いて いる。「バ ウハ ウス におけ るこれ ら材料訓練 の素晴 しい成果 は,例 えば顧 み
られ ないよ うな薪 片 を念入 りに手加工 して さまざまな小品 をつ くる とい った熱
心 さにみ られた。 多 くの場 合,～ 日中木片 をみ がいた り,油 をぬった りし,つ
い には木 とい う材料 を永 久 に自分 の もの に したの であ った。」これだけで は,学
生の熱心 な制作 活動 の原 因 が彼 の材料 訓練 にある とはいい難 い。単 なる 自由工
作 の場 合 でも,学 生 は熱心 に制作 す ること も考 え られ るか らで あ る。 しか し,
少 くとも彼 もまた,こ うい う熱心 さが 自発的 な制作 へ,そ してやがて は創 造活
動への出発点 で ある ことを認 めていた こ とだ けは否 定で きない。
先 の触 覚訓練 が,イ タ リアの触覚主 義宣 言 か ら影響 を うけた とす れば,こ の
材料 用語 は,モ ホ リー ナギ は書 いては いない が,ロ シア構 成派 の影 響 を うけた
もの であ る。 ガボ,ペ ヴスナー らヨー ロ ッパ の空気 を吸 った作家 に対 して,ロ
ドチ ェ ンコ,ス テパ ノヴ ァらロ シア構 成派 の一派 は,1920～23年に彼 らの活動
規律 として,〈テ ク トニ カ(構 造),コンス トルクツ ィア(構 成),ファク トゥー ラ
(表面処理)〉の三 つ を提 唱 した。 これは,1922年ウ ィー ンで発 行 されたハ ンガ
リア語 の前衛 誌 《エ ジセ ー ク》 にのせ られ たが,ハ ンガ リア人 で あ るモホ リー
ナギ も,こ れ を読 ん だに違 い ない。 これ につ いては,同 年 ベル リ ンで出会 った
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エ ル ・リシ ッキー か らも聞いて いたこ とだ ろ ラ。確 証 はない に して も,可 能性
は十分 にある。
ロ シア構 成派 の三つの規律 は,ガ ボ らの純 粋芸術派 と違 って,イ デオ ロギ ー
と造形 とを有機的 に結 合 す るための もので あるが,こ こでは もちろん後 者 に重
点 をおいて要約 す ると次 の よ うになる。 テ ク トニカ とは,元 来地 質学 の用語 で
地殻 の ことで あ るが,彼 らによると物質(材 料)を その 内的 特質(構 造)か ら
捉 え ることで あ る。工業材料 を,未 知の 内的特質 に注 目 して使用す るこ とで あ
る。 フ ァク トゥー ラとは,ロ シァ語 では表 面の処理 の意味 で あるが,彼 らは も
っと物 質面で捉 え る。即 ち,工 業材料 をその加工過程 全体 か ら把 えるこ とで あ
る。 フ ァク トゥー ラとは,従 って,工 業材料 の加工 され た状 態で あ り,そ れに
注 目 して使 用す る ことで あ る。最後 にコ ンス トル クツ ィア。 これ は,工 業材料
の テ ク トニ カ,フ ァク トゥー ラに注 目 し,そ れ を綜合 的 に造 形す るこ とで ある。
モホ リー ナギ は,ロ シア構成派 の これ らの規律 を造形 的 な面で参考 に した に
違 いない。彼の テ ク不チ ャー とファクチャーの概 念 は,ロ シア構 成派 のテ ク ト
ニ カ,フ ァク トゥー ラを,作 業規律 と してでは な く,材 料表現 とい う限 られ た
観点 か ら捉 えなお した と考 えることがで きる。材料 の構 造 の表現 で あるテ クス
チ ャーは,テ ク トニ カの観点,つ まり物 質 を構 造 か ら見 る立場 で ある し,作 業
工程等 の外 力の表現 で あ るフ ァクチ ャーは,工 業材料 の加工 された状 態,つ ま
りフ ァク トゥー ラの状 態 にほか ならない。
モ ホ リー ナギ が材料 に関 す る用語の概 念 の点で,ロ シア構成派 の影響 をうけ
た とはいって も,そ れ を右 か ら左へ借 りたわけで はない。構造 や堆積 は,構 成
派 の規律 には参 られない し,逆 に,コ ンスル クツ ィアはモ ホ リー ナギ の概 念 に
あげ られては いない。 ロシア構成派 の概 念 に学び なが らも,モ ホ リー ナギは 自
分 な りに解釈 し,ま とめ た もの と考 え られ る。
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4モ ホ リー ナ ギの基礎課程 の も う一っ は,形 態研 究で あった。彼 は,材 料訓練
の次 の過程 を立体訓練 とし,そ れ を 〈彫刻 〉 ない しは 〈ヴ ォリューム〉 とよん
だ。彼 に よる と,材 料 に対す る人間 の態度 は,そ れ を体験 す るか検査 す るかで
あ り,手 で取 り扱 う場合 の材 料の本質的 な表現契機 の一つ は ヴ ォリュー ムであ
る。 そ して,ヴ ォリュームは彫刻 や技術 にもっ ともよ く表 われ ると して,彼 は,
材料処理 の観 点 か ら彫 刻 を五 つの発展段 階 にわけ,そ の うち特 に,漂 う彫 刻 と
動 く彫刻 をめ ざ した課題 を出 してい る。五 つの段階 とは,1,塊 の彫刻,2,
肉付 けの彫刻(塊 の表面 に起伏,凹 凸 がで きる),3,貫 通の彫刻(穴 が あ く),
4,漂 う彫刻,5,動 く彫刻 であ る。4の 漂 う彫刻 は,次 の動 く彫 刻 の前段 階
であ るが,漂 う状態 は,例 えば台座 か ら離 れ るとい うよ うに支持点 を少 くす る
ことによってつ くりだ される場合 が一つ,こ れ は漂 うことの錯覚 にも とつ くわ
けで,実 際 は空 中でバ ラ ンス をとる構 成 と して表現 され る。次 は,透 明 なガラ
スや細 い針 金 等 を使 用 して,こ の錯覚 を さらに強 め る場 合 との二 つ があ る。 動
く彫刻 は ヴ ォリューム をまった く昇華 した もので,最 大 の緊張 によ って満 た さ
れた虚 の ヴ ォリュームで ある。 それはすで に,動 く玩具,広 告,噴 水,花 火 な
どにみ られ るが,虚 の ヴ ォリュー ム とい う点 では光 がその もっ とも適 した表現
手段 であ る。
彼 によ ると,こ の動 きの彫刻,光 に よる虚 の ヴォ リュームは,彫 刻 の最終 段
階で,こ れ を,物 質的 ヴ ォリュー ムか ら虚 の ヴ ォ リュー ムへ,触 覚的把 握 か ら
関係 によ る虚 的把握 へ,マ ッスか ら運動へ,材 料 を昇華 す る過程 とみ なす。 こ
の よ うな彫刻 の見方は,い わゆ る構 成派,正 確 には ヨー ロ ッパ構 成派 の もの で,
彼 自身 も,そ の理 論的 裏づ けに,ガ ボ とペ ヴスナー による 〈レア リスム宣言 〉
や,自 分 の 〈動的一構 成的エ ネルギー システ ム宣言〉 を引用 して い る。
《材料 か ら建築へ》 にの せ られて いる学生 の作品 としては,4の 漂 う彫刻 の
段 階 に属す るもの が もっとも 多く,こ れがモホ リー ナギの基礎課 程 だ とみ な さ
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れる ことも しば しばで ある。彼 の課題 は,例 えば不安定 なバ ラ ンスに もとつ く
彫刻 とい うもので,木,金 属板,針 金,ガ ラスな どの材料 によって,さ ま ざま
なバ ラ ンス訓練 が行 われた。5の 動 く彫刻 につ いての課題 は なかった ら しいが,
彼 自身はバ ラ ンス訓練 はあ くまで動 く彫刻へ の前段 階 のつ も りだったの であ る。
なお 《材料 か ら建 築へ》 には,さ らにこの あ と 〈空 間 健 築)〉の章 が あ るが,
そこにのせ られてい る学生 の作品 はわずか二 点 で,し か もそれは空 間訓練 とし
てではな く,ヴ ォリュー ム訓練 と して あげ られてい る もので あって,モ ホ リー
ナギが基礎 課程 で この空 間訓練 を行 なった か どうかはわか らない。彼 が形態研
究 をヴォ リューム訓練 だけ に限 っていた とは考 え られない が,実 際 には空間 訓
練 までは行 な えな かったの か もしれない。恐 らく,当 時 彼 自身 は,動 く彫刻 に
関心 を示 して いた こと も無 関係 ではなかろ う。
5
モ ホ リー ナ ギの基礎 課程 の実際 につ いては以上 の とお りで あるが,こ こで問
題 にな るのは,こ の よ うな基礎 課程 が どうい う形 で,グ ロ ピウスの新 しい目標
を支持 す るこ とに なったのか とい うこ とで ある。簡単 にい うと,そ れは アルベ
スの基礎課程 と同 じ く,新 しい目標 の原理 となる 〈機 能主義 〉理論 を支 えたの
で あ る。 もちろん,ア ルベル スの よ うな 〈経済 性〉 の原理 によ って では ない。
それは 〈生体 工学 的 な方法〉 ない しは 〈生物学 的 な方 法〉 によ ってで あ る。
彼 によ ると,あ る作品 の最適 形態は,生 体工 学の方 法 によってつ くられ る。
生体工学 の見方 に よる と,「すべての 自然現象 の プロセス は,そ れ に必然 的 な技
術 形態 をもってい る。 この技術 形態はつ ねにプ ロセ ス を通 じた機 能形態 と して
表 われ る。」前述 の 〈プ ロセス を通 じての教育〉 とい うの は,恐 らくこ こか ら来
たの だろ う。 そ うだ とすれば,そ れは正確 には,プ ロセ ス を通 じた機能 的 な造
形教育 とい うこ とになる。 さらに 「同 じ自然 活動 は,最 小抵 抗の法則,工 程節
約の法則 によって,つ ねに同 じ形態 に導 かれ る」 とい う。 これ らの法則 は,ア
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ルベルスの く経済 性〉 の原理 と共通 す るもの で ある。 このよ うな機能的 な,技
術的 に必然的 な 「自然 を技術 的造形 の構 成模範 と して利 用す る」 こ と,こ れが
生体工 学的 な方法 であ る。 この方法 につ いては,な お述 べ ることはあ るが,こ
れだけで も,そ れ が機 能主義 その もの,正 確 には有機的 自然 を手本 とす る機能
主義 であ るこ とがわか る。モ ホ リー ナギの方法 論 が,ア ルベ ルス以上 に,グ ロ
ピウスの新 しい 目標 をバ ックア ップす るもの に なっていったの は,こ のた め な
ので ある。
ところで,前 述 の材料研 究,自 然研究 とこの生体工学 的方法論 とは ど う関係
す るので あろ うか。 モホ リー ナギは 〈原則〉 と して,「今 日創作活動 のすべ ての
領域 で,生 体 工学的 な方法 とい う純粋 で機能的 な解決法 が見出 され よ うと して
い る。個 々の作品 を,そ の機能 に必要 な諸要 素 か ら一義 的 につ くりあげよ うと
い うので ある。」と書 き,さ らには 「現代 の実 用品 は祭 器で もなければ,集 積 セ
ンターで もない。 それは ただ自己の機 能 だけ を充足 し,環 境 の中 に有意義 に整
頓 されなければ な らない。」と書 いて いる。 しか し,こ の よ うに書い てい るか ら
といって,生 体工 学的 な方法 が人間の造形 活動 を容認 しないのでは ない。彼 は
およそ次 の よ うに,〈造形家 の 自由〉 を主張 す る。多 くの場合,品 物 の機 能要素
はまだ計算 されて いない。恐 ら く計算 で きない もの も多いだ ろ う。造形 の 問題
は,人 聞 にわか る機能 が もはや形態 を規 定 しな くなったか,ま だ規定 す るに至
らない よ うな ところでは じめて現 われて くる。 そ して,こ の 自由な造形 問題 に
も 〈機能 理論〉 を主張 す る。造形 とは,対 象 の描写 や感 情の表現 では な く,ヴ
ォリュー ム,マ ス,材 料,図 形,方 向,状 態,そ して光の諸関係 の造形 の こと
で あるが,こ れ らの有機 的表現 の本 来の源 は人 間の生物的 な構 造 にある。人間
は生物的 な表 現欲求 に基づ いて様 々 な要素 を使 って造形活動 を行 な う。 それは
生物的機 能 と しての造形活動 であ り,結 果 と して形態 もそれ に関係 す る。技術
的製 品 におい ては,自 然 がその構 成模範 で あった が,人 間的造形 におい ては,
生物 的 な人間 その もの がモデ ルなの で ある。彼 の材料研究,形 態研究 は,こ の
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よ うな造形 活動 のための基礎 で あるこ とはい うまで もない。
彼 は,生 体 工学的 な方法 につい ては非常 に厳 しい調 子 で,機 能 か ら一 義的 に,
今流 にい えば 自動的 に形 態 が決 定 される と考 えるが,実 際 には この機 能 その も
の が明 らか にな らないの だか ら,こ の方法 は一つ の理 想的 な もの にす ぎず,現
実 には要素 的機 能的 な造 形方法 が実践 され ることにな る。彼 自身 は両 者の方法
をわけてい るよ うにはみ えないが,厳 密 には理 想的 な方法 と実践 的 な もの とい
う違 いがあ る。違 いは あるに して も,し か し,機 能 に基 づ いた造形 とい う基本
的 な思 考法 の点 でグロ ピウスの 〈機能主義〉理 論 を支 え るこ とになったの であ
る。
6
最後 に今 日か らみ たモホ リー ナギの基礎 課程 の意義 につ いてふれ なければ な
らない。 それが おこなわ れてか らすで に半世紀 の年 月が たってお り,そ の間,
彼 自身 も渡米 し,バ ウハ ウスにおけ る過程 に人間的要 因 を加 えたば か りか,バ
ウハ ウスの基礎 課程 全体 を芸術志 向的だ と批判 したウ ルム造形 大学の それの よ
うなものも試み られ たが,結 局 の ところは,唯 一 の基礎 課程 とい うよ うな もの
には な りえない ままに終 って い る。 そ うした情況 の なかでバ ウハ ウス全体 の な
かの ひ とつ の学期 の課程 と しての彼 の基礎 課程 の意義 を評価す ることはそ う容
易 なこ とでは ない。1976年ポ ンピ ドゥー ・セ ンターの モホ リー ナギ展 の カ タロ
グで ヘアツ ォーゲ ンラー トは 「モ ホ リー ナギ の方 法論 や教 育理念 は,ま だ完 全
には理 解 されてい ない し,評 価 も されてい ない」 と書 いて い るが,そ う書 いて
こ とが済 むわけで もない。め ま ぐるしく変化す る社会 の要請の なかで,目 標 を
失 って しまった かにみ えるデザ イ ン教 育 を恢 復 し,人 間 的 な生 活のため のデザ
イ ンを確 立 す るため に も,評 価 その ものは必要 で ある。 や らなければ な らない
のは まず正確 な事実 を知 ることであ り,こ こでい えばバ ウハ ウスにお けるモホ
リー ナ ギの基礎課程 その ものの解 明で ある。 それ があって初 めて,渡 米後 のニ
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ユーバ ウハ ウス にお ける課程 の意義 を評価 で きるのだ し,さ らにはモ ホ リー ナ
ギの基礎課程 を,そ の上バ ウハ ウスの それ をも評価 で きるよ うになるのだ と私
は考 え る。 も ちろん最初 に書 いた よ うにバ ウハ ウ スにおけるモホ リー ナギの課
程 の記録 は きわめて少 ない。従 って本小 論 もあ くまで ひとつ の試論 にす ぎない
が,少 くとも 《材料 か ら建築へ》 の原本 と改 訂英 訳本 とにみ られ る変更等 には
注 意 を払 ったつ も りで ある。
ともあれ近 年,さ まざまな分野 で行 われた彼の作家 活動 その もの に関心 がむ
け られ始 めて お り,そ の記録 も公刊 され始 めて い る。 教育課程 は教 育者 自身の
創作 活動 をも反映 す るはず だか ら,こ の面 か らの評価 も今後可能 とな るだ ろ う。
とくに彼の よ うな多方面の作家 にとって,こ の面 か らの寄与 の意味は大 きいと
思われ る。 なぜ な ら,そ こにデザ イ ンの存在 意義 も関 係 してい るからであ る。
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